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はじめに

　本稿は、1950年代中国に於ける学習活動の変遷を

辿ることを目的とする。特に、中国の青年たちの学習

活動とその実態を描いていきたい。本稿は、当時中国

の青年たちの学習活動を紹介していたr中国青年報』

から分析し、「業余学校」などの分野（1）に入れる。

　中国の学習活動は、1949年中華人民共和国の成立

して以来、終始に重視され、かつ堅持されてきた重要

な活動方式である。実際に中国革命を成功させたリー

ダーだった毛沢東の学習理論や学習実践との関係が深

かったため、この1950年代まで続けられた学習活動

と毛澤東との関連について検討して置きたい。

　学習活動は、中国、旧ソ連及び東欧などの「東側」

に長く存在していたのみならず、「西側」の国々に於

いても、労働者、農民、知識人、学生などの間でも活

発に行なわれていた。それでは、1950年代という限

られた時期に、所謂「中国的」学習活動について何の

研究が行なわれていたのか。日本の事情を中心に先行

研究への整理から始める。

1、先行研究

（1）1950年代日本における中国の学習活動への研究

　1950年代、日本の中国教育研究者たちは、中国の

学習活動を高く評価している。これらの評価は、第一

に、所謂「毛沢東思想」を中心に考察した傾向が指摘

できる。尾崎庄太郎は、「三十年に及ぶ中国人民の解

放闘争の中には、幾度と無く大きな危機があった。そ

の危機を正しく克服することが出来たし、また正しく

克服する方向や方法を示したのは、毛沢東であり、ま

た毛沢東の方法であった」（2）と説明している。第二に、

「全面発達の教育」という中国の教育の長所を謳って

いる。そこで、「業余学校など学習活動の働きに力が

入っていたこと」（3）が、特徴として強調されている。

以下、上述した二つの線から先行研究を整理してみる。

1）「毛沢東思想」への研究について

　戦前、戦中、日本軍国主義時代という特別な時期に

おいては、「毛沢東思想」における学習論への研究は

みられなかった㈲。毛沢東の言論に関して幾つかの
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言論が紹介されていたが、特に学習活動に関する内容

は独立な形として取り上げられていないことが分か

る。

　1950年代に入ると、数多くの研究者、専門家たちは、

毛沢東に関して意欲的な研究を行っていた。岩村三千

夫（5）、尾崎庄太郎（6）、浅川謙次（7）、寺沢恒信（8）らは、

毛沢東の著作を編集解説し、1950年代中期から始まっ

た毛澤東著作への学習のブームを起こした。この他に、

法政大学松村一人、早稲田大学安藤彦太郎らは、毛澤

東の著作を特に、日本の青年たちを対象に紹介し、脚

光を浴びていた（9）。研究テーマによって設立された

各種グループ、様々な団体も独自な視角から出版活動

を行っていた（lo）。

　これ以外に、1945年日本軍国主義の敗戦から

1950年代末にかけて、当時中国の藩陽にr民主新聞』

というガリ版の印刷物は、在華日本人の手によって出

版されていた。民主新聞社は、各時期に中国で流行っ

ていた、或いは重要視されていた講話、文章、書籍な

どを翻訳し日本に紹介した（11）。日本共産党中央委員

会編r三風整頓関係論集』、日本共産党宣伝教育部が

中国共産党創立28年記念日（1949年7月1日）の

演説「人民民主専政を論ず」を全訳し、r政治協商会

議（1949年6月15日）演説』（朱徳等）等の資料

も付けていた。しかし、出版地不明、出版年不明とい

う形で残されていることから、「地下時代」に残され

たものだと考えられる。これらの書物は殆ど、中国で

組織された学習グループ　　党の中央委員会レベルか

ら、辺遠な農村で三、四人程度の何々「学習小組」ま

で一一が定期的に学ぶ教材である。つまり、これらの

出版物は、中国の学習運動の材料だったので、これら

の材料への学習活動は、中国の学習活動の影響を受け、

さらに日本で広げられていく可能性があると考えられ

る。

　この時期に毛沢東への研究は中国側の研究を沿った

形で行われていた面が大きかった。具体的に言えば、

次の二点が掲げられる（12）。第一に、毛澤東選集以外

にも、中国の編集方式で最新の資料を日本に紹介しつ

っあったこと。第二に、毛澤東の位置づけを中国人民

の代弁者、マルクス・レーニン主義の忠実な後継者、
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発展者として取り扱っていたことである。

2）業余学校について

　中国の教育事情における学習活動、つまり業余学校

での学習活動に対する評価は、殆ど統一している。そ

の代表的な論点が以下のように纏められる。斉藤秋男・

新島淳良は、中国の学習活動を教育学の視角から、「建

国後の調整期」と「社会主義建設期」に分けて論じて

いる。彼らは、第一期について、「第一に従来、正規

学制の外に置かれた勤労青年、成人教育の様々なタイ

プの学校を組織付け、普通教育学校体系と相互に連係

しあうようにしたことであり、労農大衆に学校の門を

広く高等教育にまで開放したこと、第二に計画経済建

設の幹部要員養成を任務とする中等技術学校の位置づ

けを確定したこと、第三に、“五年一貫制”学校の都

市・農村への一一律設置を定めて、初等教育の機会均等

を図ったことである」と、纏めている。第二期の「社

会主義建設期」の教育について、「農業集団化と社会

主義改造の運動に従い、民営学校への重視、教育と生

産との結合という基本原則の下に、人民公社が主導し

た教育建設、並びに新しいタイプの教育形態に進んだ。

特に、学制改革、課程改革などの教育実践から新しい

教育理念を提出するまで至ったのである」と述べてい

る（13）。業余学校の学習活動は、主に「人民文化館」

で行われていたことを、横山宏が整理している（14）。

このような分析は、中国研究所の野原四郎、竹内実ら

の研究と同調している（15）。

（2）1960年代以降の研究動向

1960年代以降、中国の学習活動への研究は大きく変

わったのである。

　まず、所謂毛沢東思想を否定する流れから見てみよ

う。

　実に1960年代初期から、日本の研究者の一部は、

毛沢東思想とマルクス主義との関係を分析し、分断の

作業を行っていた。中嶋嶺雄（16）、野村浩一（17）な

どはその代表的の研究者である。

　最近の研究を見てみると、例えば中屋敷宏は、「文

化大革命以前」という時期に、「研究は盛んに行われ

たが、見るべき成果はあまり残らなかった」と述べて

いるCl　8）。一方、ロンドン大学の毛沢東研究のスチュ

アート・シュラムの研究では、1949年を境として時

期区分を行っているが、学習の実情から見た結果と外

れている（19）。

　研究の異例もあった。毛澤東の「農村調査思想」に

ついて村田忠禧は、「毛沢東のこの指摘は非常に正し

い。マルクス，エンゲルスのr共産党宣言』に対する

態度と共通するものがあるといえよう。延安時代の優

れた作風というものは，このように，過去の著作に対

する態度にも現れていると思われる。」（20）と、評価

している。しかし、これは、1950年代のものではな

く、1940年代整風運動に対する評価である。それでは、

1950年代中国の青年たちは「学習毛澤東」の精神を

理解したが、中国革命の勝利をもたらした毛澤東の呼

びかけに応えられていたのかについて、文章はここま

で終わりとなり、実証的な内容が見えなかったのであ

る。

　次に、業余学校など学習活動に対する評価が変わっ

ていない。

　最近の動きから見ても、例えば2001年小島麗逸は、

「勤労者の業余教育を行な、非識字者を一掃する明白

な方針に従い、基礎知識を身につけようとした試みで

あったこと」、「豚小屋を改造したり、廟を使ったよう

なケースから、日本の今日の中学では想像できないよ

う簡素な校舎で十分な教科書も筆記用具もない中で、

農民が創意工夫を凝らして中学作りに励んだ」（21）と、

中国教育研究での位置づけを賞賛し、1950年代業余

学校などが代表した当時の学習活動を評価している。

他に中国教育研究者の牧野篤（22）篠原清昭（23）、大

塚豊（24）らも、上述論述と一致している。

　上述したことから、1950年代中国の学習活動への

研究には、二っの流れが鮮明に現わしている。もし、「業

余学校」で行われた学習活動を中国の建国後、「正規化」

の流れと見なすことが出来るなら、毛沢東の学習観が

代表する学習活動を「大衆化運動」として認めるべき

である。この二つの流れは、実に1950年代、中国に

おける青年たちの学習活動を規制したもっとも基本的

な要素であった。以下、毛沢東の学習観を整理した上

で、1950年代中国の青年たちの学習活動と照らして

みることとする。

2、毛沢東の学習観（1936年一一1957年）について

　毛沢東の学習に関する論述は、早くでも1914年、

湖南第一師範学校に学んでいたときの講義の筆記から

見られる（25）、「まず調査する」という言葉であった。

正式的に、1930年代抗日軍政大学時代から、その論

点が幾つかの文献から散見できるようになった。
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1）、1936年一1942年　「字で書いたのでない秘伝の

書物」を対象に、「誠実ざと謙虚な態度で」学ぶこと

　1936年12月、毛澤東は初めて学習の問題を論じ

るようになった。彼は、「書物を読むことは学習であ

るが、使うことも学習であり、しかも、それは一層重

要な学習である」（26）と述べている。この言葉から、

毛澤東の所謂戦争時代の「実践的学習論」が生まれた

のではないかと考えられる。だから、「戦争によって

戦争を学び一一これが我々の主要な方法である。学校

に行く機会のなったひとでも、やはり戦争を学ぶこと

が出来る、つまり戦争の中で学ぶのである。革命戦争

は民衆のやることであって、先に学んでからやるので

はなく、やり始めてから学ぶのが常であり、やること

が学ぶことなのである」（27）。

　さらに、彼は「民間人から軍人までの間には一つの

隔たりがあるが、それは急速になくせるものであって、

万里の長城ではない。革命をやり、戦争をやることが、

その隔たりをなくす方法である。学ぶことと使うこと

が容易でないというのは、徹底的に学び、それを使い

こなすことが容易でないということである。この二つ

のことを総合するならば、中国の昔からのことわざに

あるようにr世の中にむずかしいことはない、ただ心

がけ次第だ』ということになる。入門が難しくないな

らば、深く極めることも出来るわけで、ただ心がけし

だであり、よく学びさえすればよいのである」（28）と、

大衆の学習活動を励している。ここから、二つのこと

がまとめられている。第一に、学習活動は、鮮明に階

級的「烙印」が押されたものであり、被抑圧された「人

民大衆」の主導で、彼らのために、彼らに奉仕しなけ

ればならないこと。第＝二に、学習活動は、実践から学

んでいくことが重要であり、学習の態度は、謙虚に「心

がけ次第」だと、以上のように説明している。

　1937年7月「実践論」では、さらにそれを深化、

理論化したのである。彼は「マルクス主義の哲学、つ

まり弁証法的唯物論には二つの最も顕著な特徴があ

る」（29）と述べている。上述した二つのことをマルク

ス主義に源流があるという試みだ考えられる。そのた

めに、「知識の問題は科学の問題で、いささかの虚偽

も傲慢さもあってはならない。決定的に必要なのは、

正にその反対のこと一一誠実さと謙虚な態度である」（30）

と、繰り替えしている。

　1938年10月、毛澤東は「民族戦争に於ける中国

共産党の地位」という文章を発表した。中で、彼は「マ

ルクス、エンゲルス、レーニン、スターリンの理論は『世

界のどこにも適用できる』理論である」（3Dと賞賛し
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ながらも、「その理論を教条として扱うべきではなく、

行動指針とすべきである」と教条主義を批判し、「マ

ルクス、エンゲルス、レーニン、スターリンが広範な

現実の生活と革命の経験の研究によってえた一般法則

に就いての結論を理解するだけでなく、さらに、彼ら

が問題を観察し、問題を解決した立場と方法を学ぶべ

きである」、「学習の敵は自己満足である。何かを真剣

に学習しようとするには、自己満足しないことからは

じめなければならない。自分に対してはr学びて厭わ

ず』、他人に対してはr人を謳えて倦まず』。これが、我々

のとるべき態度である」（32）と、大衆の学習活動を促

している。

　学習の内容については、「社会も学校です。仕事を

通じて学ぶのです。学ぶべき書物には、二種類ある。

字で書いたのも書物ですし、r字で書いたのでない秘

伝の書物』、つまり社会のすべてのことがらも書物で

す」（33）と、一貫してきた学習活動をさらに大衆化さ

せながらも、方針としては「中国革命」の実践との結

合を強調していたことが特徴である。

2）、1942年一1949年　「的があって矢を放つ」

　1942年2月に始まった「整風運動」では、毛澤東

は学習について主に「党の作風を整えよう」一文から

論じている。「マルクス主義の理論に就いては、それ

に精通し、これを応用できなければならないのであっ

て、精通の目的は全く応用にある。もしマルクス・レー

ニン主義の観点を応用して、実際の問題を一つでも説

明できたなら、それは賞賛されるべきであり、いくら

かの成果を得たことになる。説明できたものが多けれ

ば多いほど、広ければ広いほど、深ければ深いほど、

その成果はますます大きいことになる」（34）と、マル

クス主義の応用を提唱している。説明しやすいように、

毛澤東は「マルクス・レーニン主義の理論と中国革命

の実際は、r的が会って矢を放つ』ことである。　r矢』

とは弓矢の矢であり、r的』とは標的であって、矢を

放つには的を放つには的を狙わなければならない。マ

ルクス・レーニン主義と中国革命との関係は矢と的と

の関係である」（35）と、理論・実践両者の関係を例え

ている。「八股文」（36）という文章の書き方から、マ

ルクス主義への学習態度まで全面的な改革を行なって

いた。
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3）、1949年一1957年　「我々は古い世界を破壊する

ことができるだけでなく、ざらに、新しい世界を建設

することもできる」一経済学も含めた新しい学習へ

の呼びかけ

　1949年3月5日r中国共産党第7期中央委員会第

2回総会での報告』では、毛澤東が既に新中国の建国

に向けて理論的準備を展開したと見られる。彼は「わ

れわれは、以前知らなかったものを身につけることで

きる。我々は古い世界を破壊することができるだけで

なく、さらに、新しい世界を建設することもできる」（37）

と宣言したのである。

　学習の内容に就いて、勿論マルクス主義への学習を

堅持しながらも、6月30日に出された「人民民主主

義独裁について」の中で、「我々は、全てのその道の

人（どんな人であろうと）から経済工作を学ばなけれ

ばならない。彼らを先生として、敬慶な気持ちで、真

面目に学ばなければならない。分からないことは分か

らないのであって、分かった振りをしてはならない」38）と、

新中国の建設のために経済建設の経験をはじめ、学習

内容の転換を呼びかけているのである。

4）、1957年反右運動の前夜　「人民内部の矛盾を正

しく処理する」

　1957年から、国内、国外の情勢が急激に変り、こ

れまで隠されてきた様々な問題が露呈されるように

なった。政治問題として建設期に入った毛澤東の判断

は、実に中国の将来と関わる重大な決め手となった。

その重要な手がかりを探ってみよう。

　1957年2月27日、「人民内部の矛盾を正しく処理

する問題について」が発表された。学習活動に関して

は、毛澤東は、「学ぶ時に頭を使って考え、我国の事

情に適したものを学ぶ、即ち、我々にとって有益な経

験を汲み取るのである。我々に必要なのはこうした態

度である」と強調し、「人民内部の矛盾」を「非対抗性539）

と定めた。

　ただし、このように敵とは、「人民内部」から求め、

理論上、1954年に公布された中華人民共和国憲法に

超えるようになったのである。これまで、大衆を動員

し革命戦争の勝利を収めた毛澤東にとっては、重大な

岐路に踏切ったのである。

3　『中国青年報』に見た中国青年たち学習の実態

　『中国青年報』は、中国新民主主義青年団の機関誌

として1951年4月27日に創刊された。創刊された

以来、青年たちの学習活動につとめることが、終始に

　　2006年3月

こQ青年たちのために作られた新聞の主旨として謳わ

れてきた。創刊の以前に、かつて1950年2月にハル

ビン青年団第二次団代表大会で毛澤東が「マルクス・

レーニン主義学習」という提唱に従って、全国の青年

たちは学習の高潮期がすでにあった。

　その後の記事は、次のように分けられる。第一期は

1951年創刊から1953年に、中国の青年たちは「社

会主義建設の主人公」という目標を掲げ、「総路線」（4°）

への学習活動を起こした時期であった。第二期は、

1954から年1956年にかけて「文盲一掃」「文化科

学技術学習」が象徴していた基礎的・系統的な知識を

追及した時期であった。第三期は、1957年以降、「階

級路線論」に基づいた「政治学習」の時期であった。

1）、1951年一1953年　「総路線学習」を中心に

　1951年一1953年、学習に関する各種記事がたく

さん紹介されるようになった。この時期の典型的な例

から見てみよう。

　例えば、「北京市の青年たち総路線を学習一一社会

主義の道を認識し、仕事・学習の雰囲気を高潮に」（12

月1日）の中で、労働者の学習活動について次のよう

に述べている。

　労働者の場合、例えば長辛店汽車車両修理工易伝創さんは、

rよく『過度期っていつまで終わるんですか？』と考えまし

たが実に我々の努力次第で決められるのではないかと結論

を見出したのであります。我々はきっとソ連の労働者たちと

同じく、より早く生産計画を完成させよう頑張りますゴと述

べでいました。もう一人の若者は、「過度期から社会主義まで、

我々は例え船の箆をしっかりと握るように、皆がカをあわせ

て出せば出すほど早く進められるんですJと、自分たちの感

想を記者に語ってくれました。

農村青年たちの学習については、次のように整理し

ている。

「農村青年たちは、この総路線への学習からまずその意味が

分かるようになったがさらに、「社会主義のために、家族

及び周りの入々を動員し、食糧を国に売るべきだと呼びかけ

しなければならない」と言っています。例えば、来広営村団

員の呉玉書さんは、合作社社長として自ら国に1500斤の食

糧を売りました。全社の社員たちは合わせて9500斤の食

糧を国に売りました。団員営淑珍さんは家族を動員し、国に

250斤の食糧を売りました。多くの団員たちは、家族を動員

し、互助合作社への加入を説得しています。

4
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　これ以外に、北京市高校（大学と指す・劉）3万人

あまりの学生たちは11月中旬から社会主義総路線へ

の学習活動を始めた。その状況は次の通りである。

殆どの学生たちは、既に各学校の党委から伝達の報告を聞き

ました。中共北京市委員会の指導を受けて各高校の党委員会

は、明白な学習目標、学習計画及びスケジュールを制定した。

委員会は、学生たちがこの総路線への学習から主に、総路線

の基礎知識を把握し、毛主席「身体好、学習好、工作好ゴ（「好」「よ

し」の意味と指す・劉）の指示と緊密に連係することを指導

した。学生たちが党委員会から伝達の報告を聞きましてから

関わる党の文件への学習、討議も行なうと計画しています。

　最後に、新聞報道からこれらの学習活動が活発に行

なわれた原因に就いても様々なことを挙げていたが、

主に二つのことが強調されている。第一に、労働者、

農村の青年たちと学生たちと同じく、社会主義への信

念を高めるために学習し、さらに技術への学習の情熱

が高まっていった。第二に、党支部、団支部が指導的

役割を果たしていった。

2）、1954年一1956年　基礎的・系統的「文化学習」

を中心として

①1954年学習活動の実態一一上半期と後半期と分か

れていた

　1954年上半期、過度期総路線下の青年たちが科学

技術学習の高潮を迎えた。3月19号の報道では、二

枚の写真が掲載されている。「虚心に学習一一鞍山鋼

鉄公司技術革新運動に活躍してる青年労働者たち」と

いうタイトルで、このように書いてある。

「一年間で四年間一ヶ月十七日の仕事量も完成した青年王崇

倫さんと、彼が作った『万能用具』。偉大なる祖国の社会主

義の道へ進められる中、自ら祖国のために貢献した青年とそ

の微笑みをみよう」

「『三人寄れば文殊の知恵』。縄工場青年団員郁徳連さんは、

古参労働者と青年労働者から『奮闘三入組』を組織した。彼

らは、十分に集体の優勢を生かしで、四ヶ月以内に多くの技

術改造及び設備の改進の台理化建議をした。既に実現されま

したのは十八件もありました」

　所謂「文化科学技術学習」に於ける青年たちの姿を

紹介している。

　1954年半ばから、中華人民共和国憲法（1954年）

5

への学習活動が中心として行なわれるようになった。

1954年6月17日胡耀邦は、「幸福に歓呼し、幸福

のために戦う」で憲法草案の誕生を、中国共産党、そ

して毛澤東同志が長い奮闘の上に得られたと主張して

いる。この憲法草案から、「法制」という基本的な概

念から社会主義の道へ前進していくべきだと定めてい

る。祖国の明るい未来と、個人の幸福とつながってい

ることが深く、青年たちは信じていたから、学習の運

動として新たに高潮期を迎えたのである。

②学習方式の変化一各種「学習小組」などの形で学

習する

　1954年8月19日「鞍山鋼鉄公司の業余労働者大

学は昨年6月に成立しました」という記事で、「業余

労働大学機械学部第一一・一・班第一小組の皆さんが、授業の

前及び休憩の間を利用しお互いに助け合っています。

彼らは十分に集体主義の精神を活かしていますから、

集体模範の学習小組に選ばれました」と紹介している。

これらの記事から見てみると、学習活動が集体主義の

精神を提唱し、互いに助け合い小組での形で学んでい

た。学習の成果として、上述した事例のほかに、主に

「憲法草案はわれわれ青年たちを励ましてくれました」

という専門の欄目でたくさんの記事が紹介され、いず

れも「憲法草案を学習してから」得られたものだと説

明している。

　これ以降、学習活動に関する記事から、学習活動に

関する様々な問題、特に成功した経験が紙面の大分を

占めるようになりつつあった。前述した学習活動の補

足として、もっと正確に言えば学習活動をもっと広げ

ていくための各種措置であると考えられる。例えば、

8月26日に、「ラジオ学校で自学している児童たち」、

「安心自学している処女たち」、「農業技術教学の相互

保障制度に就いての講話」など、具体的な事例が多く

紹介されている。この時期に、中国の青年たちは学習

活動に夢中している様子を全国の隅々に伝えられてい

たのである。

　同じ版から、「青年団内の民主生活を立て健全にせ

よ」という文章もある。当時青年団の内部に起きてい

た様々な問題を掲げ、例えば不十分に討議を行なうこ

と、不定期な委員会生活、国家の定めに従わないこと、

幹部らが謙虚に団員から意見を聞かないことなどが揚

げられている。その改善策を「批判と自己批判」、「定

期的に大会を開くこと」など、所謂党内民主制度の建

設に求めていた。
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③1955年学習の状況　　「業余」から「冬学」（41）へ、

更に通年学習の「民校」（42）への変化、「文盲一掃運動」）

の発展

　まず、学習の変化について述べておきたい。1955年、

学習に関する記事は以前のように大きく紙面を占めて

いることが変わっていなかった。つまり、学習活動の

展開により青年たちの成長及び成果を物語っているこ

とから、路線として変わっていなかったのである。勿

論、新しく表してきた問題に対応するため、様々な事

例及び、理論的な学習・研究活動も盛んであった。

　4月16日社論「農村青年をさらに組織し農業技術

を学習せよ」では、上述した変化の原因及びその実施

の状況を次のようにまとめている。

農業合作社運動の展開とともに、農業技術の改進の必要性及

び可能性が大きくなってきています。青年たちは技術学習の

中で新しい問題も出てきています。第一に、彼たちは、一般

的な操作方法に満足できず、通俗的かつ目の前のせいさんと

緊密に繋がる農業科学技術を切に学びたいなのであります。

或いは、トラヅク運転手とか、農業技術の人材とか、畜業の

専門家とかに成りたいなのであります。第二に、青年たちは、

単一な学習内容にもう満足できなくなりました。合作社運動

がもたらした分業から、多くの青年たちは技術員、新農具運

転手など新しい職務につきました。これらの職務に相応しい

知識を学びたいなのであります。第三に、農業労働に参加し

ている多くの小、中学生たちは、労働教育を受けたあと、更

に農業技術の改進および向」二に大きな役割を果たして来まし

たから、などなどがあります。

　　2006年3月

新民主主義青年団から全国へ拡大していたのである。

同じ版から、中華全国民主婦人連合会は、全く同じよ

うな主旨を全国の婦人に呼びかけていた。

　次に、「文盲一掃」についてその流れを見てみよう。

　1955年末期にかけて、全国からこうした学習の高

潮期を迎えた。例えば、11月10日版の中で、「文化

学習に努め、社会主義を建設せよ」と言う大きなタイ

トルで、3年一一7年の間に、安徽省483万人、黒

龍江省162万人、河南省250万人など様々な「文盲

一掃」の目標を提出し、各地青年学習活動の規模、学

習内容、進展状況、方法など詳しく紹介されている。

その下に、「民校に参加せよ」という「固定式学習」

を呼びかけているポスターが大きく載せされている。

11月17日、胡耀邦は、農村における文盲一掃活動

を中国共産党第七届六中全会の目標として、国の「戦

略的な任務」として説明し、1962年までに、7000

万人の非識字者を1500字まで読み書きが出来るよう

呼びかけている。

　3月15日、「中華人民共和国文盲一掃協会」という、

全国的な組織も立てられた。国務院副総理の陳毅が会

長となり、教育部、中華全国総組合会、中華全国民主

婦人連合会、中国新民主主義青年団の連合で「社会主

義建設のために」、「全国で総人口78％の文盲を一掃」

と大きく報じ、こうした学習活動を全国に広げていこ

うという方針を定めたのである。

　これ以外に、農村で会計簿記のことを学ぶ「記工学

習班」、都市で小学教材に算数、国語、理科を教材に

学んだ「自学小組」の例が載せられている。

　1955年9月21日、胡耀邦「中国の青年たちよ、

我国の第一個五年計画を実現するために戦え」という、

中国新民主主義青年団中央委員会での報告書を『中国

青年報』から掲載した。その中で、「社会主義建設へ、

農業合作社運動へ参加することは、我々青年たちの主

要な任務」と、第二の任務とは、「文化を学習し、技

術を学び、科学へ進軍せよ」で、第三の任務とば、「祖

国の社会主義建設を守ろう」という、三つの項目から

構成されているが、第二の学習活動が、寧ろ目的を実

現するための手段だと言っても過言ではないかと考え

られる。

　上述した中国の青年たちが文化学習・技術学習を呼

びかけることで、成人、婦人にも広がっていた。9月

28日、国務院第二弁公処主任林楓が、全国青年社会

主義建設積極分子大会の報告からも、上述した第二の

任務のタイトルをそのままで引用し発言した。つまり、

3）、1957年学習方針の転換

　1957年3月4日、「最高国務会議拡大会議が開か

られ、毛主席が出したr正しく人民内部の矛盾を処理

する』」は、大きく第一ページに掲載されている。こ

れに相応した思想教育の強化などが叫ばれはじめたの

である。

　これらの動きと同時に、5月24日、中国新民主主

義青年団第三次全国大会で新団章が出され、名称も中

国共産主義青年団と変わった。毛主席への忠誠を表す

学習活動の以外に、例えば6月17日、「半労半学の

良き学生」という記事が、ほとんど影響力が見えなく

なったのである。後に「下放」といわれる「知識青年」

たちは、「偉大なる祖国の呼びかけに答え、社会主義

新農村を建設せよ」（8月3日）、「我々の知識や労働

を社会主義の新農村に尽くせよ」（8月16日）と、大

きな社会運動に変わったのである。勿論、報道の内容

6
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も識字学習、技術学習、夜学、民校などの言葉もほと

んど見えなくなったのである。

終わりに

　上述した学習活動を毛沢東の学習観と対照しなが

ら、三段階で分けてみよう。

　第一段階（1951年一1953年）。この時期に行わ

れた学習活動は、大きな特徴を持っていた。つまり、

当時中国が提唱していた発展計画に従って青年たちは

学んでいた。彼らは「前面発達」という理念で、あら

ゆるチャンスを利用し、知識や教養を身につけること

を目指していた。

　第二段階（1954年一1956年）。1954年から、社

会主義建設を行ないながらも、学習活動から生まれて

きた新しい問題に対応するため学習の方針が変わって

きた。その象徴的な出来事を学習の課題から見てみる

と、第一に、「文盲一掃運動」への展開が示したように、

基礎知識を身につけようとしていた青年たちの姿がわ

かる。第二に、1954年に「憲法学習」という政治

的学習と、文化科学技術学習活動が示したように、系

統的な知識への学習を目指していることがわかる。

　全国的にこうした運動が展開されていく基本的な

条件が揃われていたのである。例えば、1956年1月

1日に、中共中央は「青年文盲一掃隊の建設の普及に

関する通知」までを出した。その第38条では、r農

村青年の労働の積極性及び文化学習、科学技術学習の

積極性を高揚させよう』と呼びかけていた。これは強

化監理の一環として実施されたことであると考えられ

る。1月23日、中共中央は「農村青年は農村生産事

業及び科学、文化事業の積極分子及び先鋒力量になろ

う」を唱え、上述した青年たち活発な学習活動の強力

な支援の基となっていた。毛沢東は、この時期の学習

活動についてほとんど言及していないことから、所謂

「毛沢東思想」の学習活動ではなかったことが言える

だろう。

　第三段階（1957年から）。1957年6月14日、社論r政

治嗅覚を高め、騙されるな』という意外な内容が発表

された。17日の「生産をしながら農業技術を学習す

る」という文章と比較することで、その矛盾が理解で

きる。そこには、二つの声が聞こえるといえるだろう。

学習の内容に関する教育方針の変化は、その後の半労

半学の提唱、業余教育の肯定など純粋理論上の討議か

ら、右派反撃などの文章と混ぜて、ついつい完全に毛

沢東が主導した「反右」という方向に移っていった。

7月9日、『中国青年報』が自己批判を行い、政治へ
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の傾斜が最も激しく急進するようになり、12月30

日「労働は知識青年の思想改造に重要な路」では、学

習の焦点を農村青年、都市の青年労働者から「知識青

年」に移した。これらの青年たちは、「人民内部の敵」

と戦うために、毛沢東がかつて戦争時代に提唱した「階

級性的」学習運動にが導かれた。勿論、学習の内容も、

「毛沢東思想」となったのである。
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　1957年。安藤彦太郎訳、中国青年出版社r青年・
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　学生の生活と修養』、三一新書、1955年、がその

　代表的作品である。

10、科学思想研究会r階級連合独裁政府の構想』、

　出版年不明。日森虎雄訳r新民主主義論』、華光社、

　1946年。著者不明のr新段階論』、日本評論社、

　1947年。神戸大学経済経営研究所アジア経済専門

　委員会編r毛沢東の新民主主義一その理論的並び

　に実践的展開』、出版社不明、1951年。r民族統一

　戦線について』、中国資料社、1951年。現代中国

　研究会訳『毛沢東論文集』、第三書房、1951年。

11、中国中日関係史学会編『友誼鋳春秋一新中国の

　ために貢献した日本人たち一第一巻』、新華出版社、

　2002年9月。これらの本は、基も早く毛沢東著作

　を日本に翻訳した八木寛、民主新聞社社長だった

　井上林など、中国革命及び中国建設に貢献した日

　本人の人々が紹介されている。

12、斉藤秋男など『毛沢東教育論』、青木書店、

　1957年3月。『続　毛沢東教育論』、青木書店、

　1966年4月。前書きの部分を参照。

13、斉藤秋男・新島淳良編r中国現代教育史』、

　国土社、1962年、214頁。斉藤秋男r中国現代教

　育史一中国革命の教育構造一』、田畑書店、1973年、

　117頁一164頁、も参照。

14、横山宏「中国における社会教育施設」、古木

　弘造編r外国の社会教育施設』、光文書院、1965年。

　133頁一160頁。

15、斉藤秋男、野原四郎、竹内実ら編r集団主義と

　国民教育』、国土社、1957年。

16、中嶋嶺雄著『現代中国論一イデオロギーと政治

　の内的考察一』、青木書店、1964年。

17、野村浩一編『中国革命』、平凡社、1974年。

18、中屋敷宏『初期毛沢東研究』、蒼蒼社、1998年、

序章。また、中屋敷宏『中国イデオロギー論』、勤

草書房、1983年も参考。

19、スチュアート・シュラム『毛沢東一20世紀の

　大政治家一』、石川忠雄、平松茂雄訳、紀伊国屋書店、

　1967年。及びスチュアート・シュラムr毛沢東の

　思想』、北村稔訳、蒼蒼社、1989年。

20、村田忠嬉「日本における中国現代史研究の諸問

　題」、中国研究所r中国研究』第9号、1988年2月、

　111頁一119頁。この文章は、1987年6月19

　日一20日国際文化会館で行われた日中青年研究者

　シンポジウム「中国と日本一現代化、そして21世

　紀への展望」の歴史分科会で発表したものである。

21、小島麗逸、鄭新培編著r中国教育の発展と矛盾』、
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　御茶の水書房、2001年、16頁。

22、牧野篤『民は衣食足りて一アジアの成長セン

　ター・中国の人づくりと教育一』、総合行政出版

　1995年。

23、篠原清昭『中華人民共和国教育法に関する研究』、

　九州大学出版社、2001年。

24、大塚豊「中国　　政治変動のはざまでゆれる教

　育」、馬越徹編『現代アジアの教育』、東信堂、

　1989年、第6章。

25、パン先知r毛沢東の読書生活』、サイマル出版社、

　1986年、67頁。パンさんは、1950年代の初めか

　ら1960年代の中ごろにわたって、毛沢東の傍ら

　で働いた。

26、r毛沢東選集』第一巻、人民出版社、1951年、

　174頁（中文版）。r毛沢東選集』第二巻、三一書房、

　65頁（日文版）。

27、同上。

28、前掲中文版r毛沢東選集』第一巻、175頁。

　前掲日文版r毛沢東選集』第二巻、三一書房、66頁。

29、前掲中文版r毛沢東選集』第一巻、273頁。

　前掲日文版『毛澤東選集』第二巻、218頁一219頁。

30、同上前掲中文版『毛沢東選集』第一巻、276頁。

　前掲日文版r毛沢東選集』第二巻、218頁一219頁。

31、前掲中文版r毛沢東選集』第二巻、521頁。

　前掲日文版r毛沢東選集』第四巻、30頁。

32、同上

33、前掲パン先知『毛沢東の読書生活』、67頁。

　この時期、毛沢東はこの学校の教育委員会主任を

　つとめた。

34、前掲中文版r毛沢東選集』第三巻、821頁一

　822頁。前掲日文版『毛沢東選集』第五巻、177頁。

35、同上。

36、中国，明・清時代に科挙で定められた文体。

　1901年廃止。「赤だらけの機多岐な鳴らし代物で

　ある」と毛沢東は酷評する。

37、前掲中文版r毛沢東選集』第四巻、1440頁。

38、前掲中文版『毛沢東選集』第四巻、1485頁。

39、『人民日報』、1957年6月19日。

　その後、人民出版社版『毛沢東選集』が出されたが、

　のち、r毛沢東選集』第五巻、364頁。

40、1950年代初期、中国は、十年から十五年また

　はもうすこし長い期間内に、中国の工業化と、農業、

手工業、資本主義工商業にたいする社会主義的改造

を基本的になしとげることと指す。

41、農村の場合、冬になると余暇時間が出てくる。



　　　　　　　　　　　　劉　全勝　1950年代「大衆路線」下の中国学習活動

　この冬季節を利用する学習形態は「冬学」である。

42、「国立的」、「公立的」と違って、所謂「私立的」

　教育事業と指す。
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